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塩素系・アルコール系の消毒剤が使用できない衣類や身の回りの対策に

衣類が脱色・変色しない❢

吸い込んでも毒性がない❢

水道水よりも金属が錆びにくい❢

身体についても刺激がない❢

ノロウイルスや芽胞にも
効果を発揮❢

2

アレルギー発症の原因にならない❢

頻繁に使用しても
耐性菌を誘起しない❢

誤飲しても毒性がない❢

ホルムアルデヒドも消臭

強力な消臭力❢

10年の長期保管が可能❢

≪アミノエリアneo≫13の特長

7日以上の抗インフルエンザ

ウイルス持続効果

28日以上の防カビ効果❢

有機物存在下でも
効果減衰が少ない❢

ノンアルコール❢

◆≪アミノエリアneo≫の13の特長は、全て客観的な試験結果を公開し証明しています



殺菌・ウイルス不活化・防カビ・抗ウイルス性能試験

◆≪アミノエリアneo≫は様々な微生物に効果を発揮します。 ウイルスや芽胞にも効果
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◆極めて高い安全性を確保してい

ながら、芽胞やウイルスにも効果を

発揮。世界初の技術で実現しまし

た。

◆疫学的試験方法を採用。細菌

は殺菌試験。ウイルスは、不活化

試験。

カビはJIS規格による防カビ試験。

インフルエンザＨ1Ｎ1型は、7日間

の抗ウイルス効果持続試験。

◆フェノール係数とは、殺菌力の目安

となるフェノールとの殺菌力比較値。数

字はフェノールに対する効果指数。数

字が大きいほどフェノールに比べ殺菌力

が強いと捉えます。

◆微生物や、感染症等の研究機

関との共同研究による試験結果で

もその効果が実証されています。



様々な大学や専門研究機関と共同研究

代表的なウイルス及び芽胞に対する不活化、殺菌
試験リポートの一部を公開します。
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ウイルス、芽胞試験リポート

鶏伝染性気管支炎コロナウイルス（MERSウイルス代替）
（京都産業大学鳥インフルエンザ研究センター）

ネコカリシウイルス（ノロウイルス代替）
（㈶日本食品分析センター）

SARSコロナウイルス（BJ-01オリジナル株）
（中国人民解放軍軍事医科学院微生物流行病研究所）

ヒトインフルエンザウイルスH1N1型
（中部大学生命健康科学部）

セレウス菌芽胞
（三井農林株式会社）

N.D

N.D

N.D

鳥インフルエンザウイルスH5N3型
（京都産業大学鳥インフルエンザ研究センター）



防カビ試験・抗ウイルス持続試験

◆≪アミノエリアneo≫は、長期間カビやウイルスの
繁殖を抑えます

◆【カビ抵抗性試験】

JIS Z 2911（1992）に基づ

くカビ抵抗性試験。 5菌株。

28日後もカビの発育を阻止。

※試験機関：（財）日本

食品分析センター

◆【薬剤の抗インフルエンザ効果

に関する試験】

布帛に≪アミノエリアneo≫を塗布

したものは、7日経過後も抗ウイ

ルス効果を発揮する。

※試験機関：中部大学生命

健康科学部

カビ28日間、ウイルス7日間

※検体名セントリスＥ-1とは、≪アミノエリアneo≫ の抗菌原料の一部の旧名称です。ニッセキは旧製造委託会社名。 5



発育阻止濃度試験（MIC試験）

◆≪アミノエリアneo≫を水で薄めた時の抗菌性能を
調べました。 水や有機物があっても強い効果
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◆≪アミノエリアneo≫を水で1,600

倍に希釈しても黄色ブドウ球菌の発

育を止めることができます。

使用する場所に水や有機物があって

も所期の効果が期待できます。

この試験は、実験室ではなく、実際の

現場でどれほどの効果が期待できるか

を調べる試験です。

抗菌剤が持つポテンシャル（潜在能

力）を検証する試験でもあります。

実験室で行う試験結果と、現場で使

用した場合の効果には大きな差が発

生します。



安全性試験

◆≪アミノエリア≫シリーズ商品は、様々な試験を行い
安全性を検証しています。 ≪アミノエリアneo≫はこんなに安全

7

◆左の試験データは、飽和液で実

施した安全性試験データの数値を、

≪アミノエリアneo≫市販製品の濃度

に換算した数値です。

専門知識がない人が使用しても、

安全性には問題が無いレベルの高

い安全性を確保しています。

◆急性経口毒性の値を体重60㎏

の人に換算すると、18Ｌになります。

≪アミノエリアneo≫を18Ｌ飲むと、

50%が死に至るという数値です。

18Ｌも飲むことは不可能なので、

経口毒性は極めて低いと言えます。

◆変異原性試験は、発がん性のス

クリーニング試験でもあります。発が

ん性は無いと言えます。

◆食品衛生法の規格試験にも適

合していますが、≪アミノエリアneo≫

は食品添加物ではありません。



食品衛生法で定められた安全性試験

◆≪アミノエリア≫シリーズを食品関連事業で使用して

も安全との裏付け
◆【食品添加物等の規格基準第5 洗

浄剤の試験法 ヒ素・重金属】

食品の洗浄剤として使用する際 の

安全性試験に適合。ヒ素・重金属を

含まない。

◆【器具容器包装規格試験】

食品を包装する包材に使用した際の

安全性規格に適合。

（材質試験）カドミウム、鉛を使用して

いない。

（溶出試験）重金属が溶出しない。

有機物や被酸化物の溶出量が基準

以下。

◆≪アミノエリアneo≫は、食品添加物では

ありませんので、食品に混和または添加

することは、法律上できません。

食器などに使用した場合は、食品に

移染しないよう水で洗い流すか、拭

き取って下さい。

食品衛生法規格基準適合

※検体名セントリスＥ-1とは、≪アミノエリア≫ の抗菌原料の旧名称です。ニッセキは旧委託製造会社名。
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※試験機関：（社）愛知県薬剤師会



急性経口毒性試験

◆≪アミノエリア≫シリーズを食べたり飲みこんだりしても安全であることの裏付け

◆比較例

他の食品の急性経口毒性は、

食塩：4,500㎎／㎏

カフェイン：1,950㎎／㎏

◆試験の見方

数字が高い方が安全です。

≪アミノエリア≫は最も濃度の高い製造原液

でも、食塩やカフェインよりも安全と言えます。

市販品は目的や用途に応じて適宜稀釈し

て混和しますので、市販品の急性経口毒

性は、300,000㎎／㎏となります。つまり、

体重60㎏の人が≪アミノエリア－R≫を18L

飲んだ場合、50%の人が死に至るという

数字です。≪アミノエリアneo≫を18Ｌ飲む

ことは不可能ですので、極めて安全性は高

いと言えます。

【急性経口毒性試験】

食べた時の身体に対する毒性を調べる試験です。試験にはマウスに2週間食べさせて

その毒性を調べます。試験には≪アミノエリア≫製造原液の飽和液(市販品の50倍濃縮液)

を使いました。経口毒性は6,000㎎／㎏以上という結果でした。2,000㎎／㎏以上が安

全の基準です。

18ℓ飲んでも安全

※検体名セントリスＥ-1とは、≪アミノエリア≫ の抗菌
原料の旧名称です。ニッセキは旧委託製造会社名。
試験機関 ： 財）日本食品分析センター
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【使用方法】

①消臭したいものに直接スプレーしてください。

②食品ライン等、食品に直接触れる機器等にスプレーした

際は、最後に乾いた布等で拭き取ってください。

【スプレー量目安】

・1㎡あたり約3-5ml（スプレー約10-17回）

・染みついたニオイには、頻度を上げてご使用いただくと、

効果的です。

≪アミノエリアneo≫の消臭力

≪アミノエリアneo≫は消臭力も抜群！

ニオイの元を分解し、ニオイのしない物質に変える

ので、高い効果を発揮します。ホルムアルデヒドも分解

消臭できる強力消臭性能です。

注 意：

＊電子機器など漏水で故障するものには直接噴霧せず、ティッシュや布

に含ませて拭いてください。

＊皮革製品や水に弱い繊維製品は、シミになる恐れがありますので、あら

かじめ目立たない場所で試してからご使用ください。
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あらゆる悪臭物質を分解・消臭

★し尿の臭い（アンモニア） ★腐った魚のような臭い（トリメチルアミン）

★足のムレた臭い（イソ吉草酸） ★腋臭（ノルマル酪酸）

★腐った卵の臭い（硫化水素） ★ホルマリン臭（ホルムアルデヒド）等

★身の回りの代表的な悪臭物質



≪アミノエリアneo≫の錆発生試験

◆≪アミノエリアneo≫に金属を浸した時の錆の発生状況を

調べました。

水道水よりも錆ない

①≪G2TAMα-PLUS≫(≪アミノエリアneo≫)：48時間後に錆が発生

②水道水：24時間後錆が発生

③次亜塩素酸ナトリウム：10分後に錆が発生

④二酸化塩素溶液：10分後に錆が発生

⑤P社消臭剤：錆の発生は見られないが、1時間経過後から金属が溶け始めた

⑥エタノール：72時間経過後も錆の発生は見られない
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※出典：株式会社ピースアンドキューズ
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繊維製品変色試験

繊維製品が脱色・変色しない◆≪アミノエリア≫シリーズで、染色した繊維製品に対する脱色・変色
試験を行いました。繊維製品が脱色・変色することはありません。

※出典：株式会社ピースアンドキューズ試験機関 ： （財）日本繊維製品品質技術センター
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200℃で60分の耐熱性

耐熱性試験

◆≪アミノエリア≫シリーズの高温に対する耐熱性

を検証しました。

◆200℃・・・・60分

◆220℃・・・・30分

◆240℃・・・・10分

高温になるような場所でも確実な抗菌効果を発揮します。

但し、100℃を超えるとアミノ酸の物性が変化しますので、

消臭効果は低減します。

≪アミノエリア≫は水溶液ですので、0℃を下回る低温環

境では凍結します。

凍結しても解凍すれば通常通り使用していただけます。

※試験機関 ： エア・ウォーター・マッハ㈱

※検体名セントリスＥ-1とは、≪アミノエリア≫ の抗菌原料の旧名称です。エア・ウォーター・マッハ㈱
は旧製造委託会社名。
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品質検証試験

製造後10年以上経過でも物性安定◆≪アミノエリアneo≫の経年安定性試験を
実施し、10年経過後の品質を確認しています。

【品質検証試験】

製造ロットごとのサンプルを保管し、定期的に品質検証試験を実施。

物性変化を検証する項目として、最も影響を受けやすい、溶液の透明

度、変色、析出部の有無、臭気、pH、抗菌効果について規格値に対

する変化を検証しています。

【商品製造工場及び製造日記載】

弊社の商品は、全て製造工場及び製造日が確認できるように、製造

ロット№を商品に刻印、表示し、販売後も商品の品質確認ができるよう

に管理しています。

【10年保存】

弊社の商品は、未開封の状態で、常温、直射日光の当たらない室内

での保存期間について10年以内を目安としています。

但し、使用開始後に容器内に流入する空気により、所期の効果が減耗

する場合がありますので、使用開始後はできるだけ早期に使い切っていた

だくことをお奨めします。ただ、時間経過による内容成分の化学変化により、

有害物質に変質することはありませんので、安全性については問題はありま

せん。
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≪アミノエリアneo≫シリーズ
≪アミノエリアneo≫は、≪G2TAMαプラス≫≪アミノエリア-R≫の進化版抗ウイルス・抗菌剤です

≪アミノエリアneo≫は、 鳥取大学農学部附属『鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター』の大槻公一博士をはじめとする研究グループとの共同開

発により誕生した≪G2TAMαプラス≫と≪アミノエリア-R≫をベースに、アルコールを一切使用せず、にさらに抗ウイルス性能を強化させた進化版抗ウイルス・抗

菌剤です。≪Three of Defense≫用抗ウイル・抗菌剤として18ℓソフトタンク入りをはじめ、スプレータイプの300mlと持ち運びに便利な4ℓ詰替え用をラ

インナップしています。鳥インフルエンザをはじめノロウイルスやSARSウイルス、MERSウイルス、口蹄疫ウイルス、豚コレラウイルス、ヘルペスウイルス等に

も強い不活化効果を発揮。芽胞に対しても強い殺菌効果を発揮します。もちろん消臭力も強力です。世界中の様々な分野・機関から高い評価を得てい

ます。また、≪アミノエリアneo≫は、パキスタン政府の技術評価機構PCSIRの消毒薬としての認証を受け、さらに国際ハラール認証であるHalaal 

Foundationの認証も受けました。ムスリムの方にも安心してご使用いただけるグローバルスタンダード製品です。安全性と確かな効果。感染阻止は普段の

予防から。（アメリカ、イギリス、シンガポール、マレーシア等で海外特許取得）

300mlスプレー4ℓポリ容器18ℓソフトタンク

新企画

参考上代：29,500円(税抜)
ケース入数1本

参考上代：8,500円(税抜)
ケース入数3本

参考上代：1,450円(税抜)
ケース入数24本

PCSIR認証書 Halaal Foundation
認証書
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※上記のチャートは、≪アミノエリア≫≪G2TAM≫シリーズの抗菌・消臭性能をチャートに表したものです。さらに、市販されている消毒薬や家庭用除菌消臭剤、抗菌機能を有する食品
添加物等と≪アミノエリア≫≪G2TAM≫シリーズを比較したものです。このチャートは、弊社が独自に、公開されているデータや学術論文等を参考に作成したもので、化学的な分析を行い
検証したものではありません。
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株式会社ピースアンドキューズ

http://www.peace-cues.com

【お問合わせ】

本社／〒510-0821 三重県四日市市久保田1丁目6-16
TEL : 059-340-6088 FAX : 059-340-6022
http://www.pq-techno.co.jp

株式会社ピーキューテクノ

Copyright Ⓒ2009-2018 PQ TECHNO Ltd. All rights reserved.


